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The East and West Geisha Houses’Districts in

Kanazawa have both been established by the Kaga-han

Feudal Government since 1820 and have gone through

many ups and downs for about two centuries. The city of

Kanazawa along with Kyoto escaped aerial bombings at

the time of the World War Two, which has preserved

traditional Geisha Houses’Districts and attracts many

tourists.

Kanazawa Municipal Government started comparative-

ly early its preservation and protection programs for tra-

ditional architectures. In 1989, the Government issued an

ordinance which aimed to protect traditional surround-

ings to form beautiful scenery in Kanazawa. The East

Geisha Houses’District designated as the regional tradi-

tional architectures’preservation area in 2001 has been

graded up to one of the important national preservation

areas since November 2001.

Unlike the East, the West has not been designated as

the preservation area. The West is small in size and its

scenery is second to the East. Even in the high season

when tourist spots in Kanazawa are crowded, the West

is often seen with few visitors. 

This study aims to show the historic changes which

have caused what the both districts are now and to find

out the backgrounds which tell us about the difference of

tourism attractiveness of both districts.

１．はじめに

（1）研究の背景

1820年，加賀藩により同時に設置された東西の茶屋街

は，ほぼ 2世紀の間に多くの変遷を経て現在に至っている。

金沢は先の第 2次大戦では京都と並んで空襲を免れ，伝統

的茶屋様式の建物とそれを取り巻くまちなみが残り，その

景観が観光客を引き付けている。

茶屋街の消長に大きく影響を与えたものは「売春防止法」

（昭和 31年制定，昭和 32年施行）である。また，西茶屋

街は明治 13年の大火によりその規模の縮小を見ている。

時代の流れで茶屋遊びが減少していく中で，現在登録さ

れている芸妓の数は「金沢伝統芸能振興協同組合」によれ

ば，組合が設立された 1983年（昭和 58年）の 51名（東

24，西 27，）から平成 19年 7月現在 36名（東 13，西 23）

と減少しており東地区の減少が目立っている。

金沢市は早くから伝統的建造物の維持・保存に乗出し，

1989年「金沢市における伝統環境の保存および美しい景

観の形成に関する条例」，2001年に東茶屋街を「伝統的建

造物群保存地区」に指定，同年 11月には国の指定となる

「重要伝統的建造物群保存地区」へ格上げしている。一方，

西茶屋街は茶屋様式の家並みの規模が小さく，周囲の景観

は東と比較すると劣るのは否めず，金沢市内が行楽シーズ

ンで賑わう時期に訪れても，訪問客の少ない光景を目にす

ることが多い。東と違い，市による「伝統的建造物群保存

地区」の指定を受けるに至っていない。

本研究では両茶屋街 1がどのような歴史的経過を経て現
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在の状況に至ったのか，東と西における現状，特に観光

客をひきつける魅力に違いができてしまったのは何に起

因するのかを考える。

（2）研究の方法

東西茶屋街及び芸妓衆の歴史や活動を記述した資料に

ついては「金沢市史」「石川の女性史」など郷土資料を活

用した。金沢では加賀藩創立後，明治維新を経て現代に

至るまで人々の心の中にその伝統文化を誇りに思い，守

り，語り継いでいく傾向が強い。その意味で地元を良く

知り，地域の語り部役をしてくれる「ボランティアガイ

ド（金沢では“まいどさん”の愛称である）」に対する面

談・聞き取り，「東茶屋休憩館」，「西茶屋資料館」での資

料入手，「東西料亭組合」2や「金沢市伝統芸能振興協同

組合」への面談・聞き取りを実施した。また，「金沢市伝

統芸能振興協同組合」主催・金沢市・金沢市観光協会共

催による金沢芸妓「お稽古風景」見学会に参加するなど

伝統芸に触れる機会を重ねた。

研究論文に関しては CiNii（国立情報学研究所作成の論

文情報ナビゲーター）を通して 2件を入手した。そのう

ち小林史彦ら（2002）による「金沢市三茶屋街における

居住世帯の特性と町並み・住環境・観光に対する意識の

関係」を考察した論文が参考となった。また，黒川ら

（2000）の劇場空間としての金沢「ひがし」茶屋街」は

「ひがし」地区を「テーマパークの江戸時代版」として捉

え，空間デザインの観点から地区の景観構造を考察した

もので，その終わりにで「しかし，建物だけを遺したの

では，この芳醇な陰影に満ちた劇場空間は都市の中で死

滅してしまう。本来の空間的特徴は茶屋町特有の，人々

のざわめきや笛や太鼓の音で充ち満ちていてはじめて生

きるはずだ。その意味で空間ごと，業態が生き続けるこ

とが理想だが，現代ではなかなか難しい。これに代わる

ふさわしい活用法を生み出すことが強く求められてい

る。」と述べているが，同感とするところである。

地区振興や観光振興で公的サポートを行う金沢市の観

光交流課，歴史建造物整備課からは官・民両面からの活

動について裏づけとなる資料・データを入手し，担当者

から聞き取りを行い，必要に応じて問い合わせ等を行った。

2．東西茶屋街の変遷

（1）茶屋街の成立

金沢は加賀初代藩主前田利家の入国以来 420年に及ぶ

城下町として名高い。5代藩主
はんしゅ

綱紀
つなのり

の 17世紀後半には現

在の市街中心部（旧市街地）の原形となる城下町が完成

し，江戸，大阪，京都に次ぐ大都市として工芸や芸能等

の伝統文化が形成された。以来，戦火や空襲を免れ，多

くの歴史的町並みや用水など城下町特有の遺構が至ると

ころに残されている。

図 2-1が示すように，卯
う

辰
だつ

山
やま

西麓の浅野川近くに卯辰茶

屋町または浅野茶屋町（通称「ひがし」），犀川
さいがわ

の川向こ

うに「にし」茶屋町が設けられたのは文政 3年（1820年），

第 12代藩主前田斎
なり

廣
なが

の時である。風紀取締り・治安維持

を目的に遊郭を許可することは他の地域でも見られるが，

金沢では藩の政策として生活困窮者の救済を打ち出し，

奉行所から遊郭設置が積極的に進められたという。いず

れの両地区とも四方を塀で囲み入り口に木戸を立てて番

所を置いた。木戸では地区内で生活する遊女，帯刀者

（侍），けさころもをつけた者の出入りは禁じられた 3。

当時，「ひがし」あたりは城下から越中（現在の富山県）

を結ぶ北国街道への出入口として人・物の往来が盛んで

あり，卯辰山山麓の寺社で行われる行事や浅野川べりに

並ぶ歌舞伎・曲芸などの見世物小屋を訪ね，門前町の茶

屋で楽しむ人々で大いに賑わっていた。藩ではこうした

遊行地へ出入りする人々の風俗を取締まり，武家社会の

治安確保を目的に地域を限定した茶屋町を公式に設置す

ることになった 4。

（2）茶屋町の廃止と再開

金沢市史によれば，文政末期（文政年間は 1818～ 1829

年），茶屋の中には営業の不振から藩への上納金の一部で

ある地面代を滞納する者，違法に出会い宿を経営するも

のが増加し罰金刑を課せられている。また，風俗の乱れ

により茶屋町へ武士が出入りするようにったことが茶屋

廃止の理由とされている。さらに，遊女が通り札（通行

証）を用いて市中を徘徊するようになり，一般の女性た

ちまでその服装や髪型を真似て良俗を乱す現象が起きた

ことによる。茶屋公認後 12年目の天保二年（1831年）両

茶屋は廃止となった。
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図 2-1 ：東西茶屋街の位置


















